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=前手し姿頁ク＞吉舌(NO.2)

山田一孝絡古屋支訓

〔生存と活動の痕跡＝フィールドサイン〕

さて、前回の問い、「野生動物の観察の場

合、実物の姿を見ることは期待出来ないのが

普通。では代わりに何を観察するか？」のこ

とです。

自然観察指導員諸氏ならば、この答えは先

刻ご承知のことと思います。ですから、今さ

ら「足跡や糞を始めとする動物の生活・活動

の痕跡をフィールドサインと総称する。たと

えばタヌキの足跡の大きさは．．…･特徴は……」

などと初心者向けのような解説をここで述べ

立てるのは、釈迦に説法というものでしょう。

第一、野外用の図鐙などでもそういった情報

が充実していますし、中にはフィールドサイ

ンだけの専門書も発行されていますから、個

々の種についての情報はそれらの資料を参照

されるのが最良と思います。そこで、今回は

私がIII会ったフィールドサインにかかわる出

来事のいくつかをお話します。

〔落とし物といえば…〕

冬の山でのことです。雪原は根雪となり、

硬く締まっていました。前夜、風が吹き荒れ

て表Iniの新雪を吹き払い、その硬い層が露出

しています。そこはヒトが歩いても沈まず、

もちろん野生動物の足跡はまったく見えませ

ん。彼等の体重程度では爪の跡すらつかない

ほど、吹雪が磨き上げた雪面は硬く平滑です。

ごくたまに見つかるのは、雪面に半分沈み込

んだ形の糞と、滴が穴を穿ったと知れる尿の

跡です。それらは、排泄された直後はホカホ

カのために熱が雪を溶かして窪ませ、その形

そのままのくぼみの中で凍結しています。

こうして、雪原でみつかることが多い糞と

尿痕は、多くはキツネとノウサギのもので、
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他にはテンなどのものも見ることができます。

糞と尿には色があるので、真っ白い雪原の中

でポツンと黒や褐色の点となって遠くから見

えたり、あるいは黄色や赤っぽい染みになっ

て11立ち、発見は簡単です。コチコチのかり

んとうのように（ノウサギの場合はマーブル

チョコのよう）凍り付いた糞は臭いもなく、

つい指でつまんでしまいたくなりますが、溶

ければもとどおりの糞なのですから要注意で

す．採集する場合は、周囲の雪をピンセット

でコツコツ割って雪に包んだ状態で剥がし、

チャック付きのビニール袋に密閉します。な

お、これを持ち帰る場合ですが、上着のポケ

ットに入れたりすると体温で解凍されて、密

封されているとはいえ、臭いが漏れてきます

ので、必ずザックの外側のポケットか別の手

下げ袋などに入れて、溶けないように外気温

にさらしておきます。なお、111での滞在が数

日に渡る場合にこれらの標本を保管するのに

も、小屋やテントの外の日陰に雪穴を掘って

冷蔵すると取扱が楽です。こうして採集した

糞は、後日水で洗って漉し、食性分析をしま

す。

ここまで読んでお気づきと思いますが、雪

ごと採集することで野生獣
'0

等
の尿を持ち帰るのも冬の山

なら可能です。夏の山では

弊
地面にしみ込んでしまうも

のが、雪にしみ込んで凍結

保存されているわけですか

ら、周囲の雪ごとごっそり‘･

静と切り取り、大きめのビニ

ール袋などで運びます。む

静ろん尿を持ち帰っても、化

学分析までしようというわ

へ
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けではありません。

持ち帰って欲しい情報は、実は「臭いと色」

なのです。糞の匂いも尿の匂いも、種ごとに

特徴を持っていて、どの動物のものか識別の

手がかりになります。--番分かり易いキツネ

ならば、一度記憶してしまうとどこに行って

も風に乗って漂ってくる臭いで、そのあたり

にキツネが生息しているかどうか見当がつい

てしまいます．また、ノウサギでは発情した

メスは尿の色が劇的に変わります。そんな

「赤ション」といわれる真っ赤な尿痕を観察

会などで発見したとき、持ち帰って参加者全

員に示すことも雪山でならば可能です。

〔足跡なのに凹んでいない？！」

足跡がまったく見えず、ときおり糞だけが

忽然と蕗ちている。吹雪の後の雪原を進むう

ち、ようやく前方に規則正しく並ぶ点線のよ

うな跡を見いだしました。足跡のようです。

ただ、そこは風のまともに吹き付ける斜面で

、雪面がひときわ硬い場所だったのですが、

しかし近寄ってよく見れば、やはりキツネの

足跡に間違いありませんでした。4本の爪と

それぞれの肉球に手の平にあたる大きめの肉

球がひとつ、くっきりと形が残り、それが歩

行の様子を示してやや千鳥となった一列に並

び、斜面を斜めに登りながら続いています。

ところが、奇妙なことにその足跡は雪にもぐ

ったへこみではなく、ひとつひとつが平らな

雪面から嘘り上がり。浮き彫りのレリーフを

そこに慣いたようになっていました。

子どもの頃、地面の向こうにもうひとつの

こちらと同じ世界があって、こちらで盛り上

がって地面が向こうでは凹んでいて、そして

自分の立っているこの地面が、厚みというも

のが無い境界面であって、自分が足を置いて

立っている場所に向こう側のもう一人の自分

が逆さまになって足の裏を合わせた姿勢で同

じように立っているのでは……、そんな想像

というか妄想に因われた思い出があるのです

－2－

が、目の前の足跡

が ､の浮き彫りは、雪

面の裏側のもうひ

とつの世界を歩いたキツネの足跡がこちら側

に浮かび出たものではないかと本気で信じた

くなります。

いっしょに歩いた仲間と、これはいったい

どうしたらできるのかを推理した結果、どう

やら新雪と風のいたずらだろうという結論に

落ち着きました。まず、この足跡はさほど新

鮮なものではなく、少なくとも数日前のもの

のようです。吹雪の前の風のおだやかな日、

根雪の表面に新しい雪がうっすらと積もりま

した。その夜、その新雪の上をキツネが歩き、

新雪を踏んで行きます。硬い根雪との間で踏

みしめられた新雪は根雪に足跡の形どおりに

付着し、その後、風が吹き荒れると、周りの

ふんわりと積もった新雪は吹き飛ばされ、踏

み込まれた足跡の形だけが根雪の表面に切り

抜いて張りつけられたように並んだのではな

いか、そう納得することにしました。そして、

それと気づいて振り返ってみれば、それまで

の足跡がまったく無いと思って通り過ぎてい

た場所にも、わずかな雪面の波打ちや筋状の

でこぼこがあるではありませんか。もう吹雪

が切り取って足跡の形はしていませんが、そ

んなわずかな痕跡を目で追ってつなげていく

と、等間隔で一列に並んで、足跡として読み

とることができました。

自然の中のフィールドサインは常に盟富に

そこにあるのですが、読みとる眼がなければ、

それと気づかないもののようです。

〔訂正〕前回72号の文中に誤植がありま

した。2列目19から20行目、「エゾカモ

シカ」は「エゾシカ」の誤りです、
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大竹勝（会長）

東京では、1998年都内自然保護団体及び市民

の参加でl-トウキョウサンショウウオ探検閑

が組織されへ都内全域の卵嚢調査が行われ、産

卵場所213か所、卵嚢4701個、成体13

8頭が確認され、生息個体数4700頭と推定

されました。それを受けて今年はその現状を広

く知らせるためにシンポジウムが開催されまし

た｡OII上洋一他：もう東京にはすめないの？

トウキョウサンショウウオの悲鳴が聞こえる．

サイアス．4.1999,朝日新聞社）

愛知県下では知多半島部は高津英夫氏による

長年の調査で産卵数の推移、環境条件の把握な

どが行われていますが、これ以外にはこのよう

な調査がなく、県下の生息状況が明らかではあ

りませんが、愛知県個体群の方力東京よりはる

かに悪い状況にあると考えられます。愛知県の

個体群はいまや絶滅の危機にあるとも言えます。

レッドデータブックでは地域個体群として掲載

されていますが謎絶滅危倶Ⅱ類、場合によって

はI類に掲載されるべき種と考えられます。各

生息地では保護の重要性を感じた人たちで個人

的に調査が行われているだけで愛知県の個体群

としての全体像がはっきりしていません。また

今年大森で卵嚢消失、猪高緑地で工事の関係で

成体24の大量死をまねくなどなど異常事態が

発生しました。思い違いや、情報伝達の行き違

いなどの個人的にトラブルの発生があるなどの

問題もあり、I､ウキョウサンショウウオについ

て関心のある方々の共通の認識を持っていただ

くために、3月28日県産業貿易館で、愛知県自

然観察指導員連絡協議会のトウキョウサンショ

ウウオに関係した方々を中心に10名が集まり

話し合いをいたしました。ここで各地の現状報

告などを聞き、今後観察者間のネットワークを

作り、県下の現状の共通認識を持ち、今後の観

察や、保護について考えることにしようという

ことになりました。県内在住者でトウキョウサ

ンショウウオに関心のある方々の参加をお願い

いたします。

情報は産卵数の把握による分布域の確認、生

息個体数の把握、研究調査の把握、標本の所在

確認蕊生息地の環境改変情報の把握など、トウ

キョウサンショウウオに関する個人情報をまと

めて、共通認識を持ち、今後の保護活動に役立

てる目的です。

トウキョウサンショウウオの情報をお持ちの

方や関心のある方は下記連絡係まで連絡して下

さい。当分会費は不要です。

目484-0094犬山刊罐野地寺田52

TEL/FAXO568-61-3659大竹勝
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生Eごまつリ-fナーrクノレ

藤前干潟の埋立て問題を契機にして、ごみ問

題への関心力稿まっています。特に、名古屋市

が埋立てを断念して以来、ごみ非常事態宣言が

出され、名古屋市が増加一方のごみをどう減量

するかが重要な課題となっています。しかし、

ごみを出すのは私たち市民一人ひとりです。一

人ひとりがごみ排出量を抑えることが結果的に

全体のごみ屋を減らすことにつながるのです。

行政の施策を待っているだけではなかなか解

決になりません。私たちは、観察会を行うあら

ゆる場所でごみを目にします。観察会でもっと

ごみについて話す機会を増やしていくことが必

要に思います。協議会ニュースの70号でもご

みについて載せましたが、今回はその続きです。

1『森に学ぶ～ごみになるものは家に持ち込

まない～』

森の中でできたものは、森の中で処理される

ことは、自然観察会などを通して学ぶことがで

きます。森の生態系には、植物＝生産者、動物

＝消費者、微生物＝分解者という役割が整って

いるからです。雑木林の観察をしていて、空き

缶やビニール袋などが目立ちますが、これらは

放っておけばいつまでも自然にかえることがで

きません。枯れ葉や小枝と人工物であるビニー

ル袋の分解の様子を比べてみれば明らかです。

観察会ではどんなものが自然にかえりにくいか

－4－

編集部

探してもらうこともできます。また、人工物で

あるビニールなど分解した後も自然物と違って

無害なものにはならないでしょう。

森の生態系では、生産者、消費者、分解者が

備わっていますが、人間社会ではどうでしょう

か。一つの町の生態系ならぬ生活形を考えてみ

た場合、何が生産者で、何が消費者で、何が分

解者でしょうか。

自然との大きな違いは、一つは消費者があま

りに多いことです。自然では下の図のように生

産されたもののごく一部しか消費者は使いませ

んが、人間社会では生産されたもののほとんど

が消費されます。その結果ごみが大量に発生し

ます。

《森での生産》

霄繍刊::"…
＊量的に見れば、生物の食べる量は無視して

もよいくらいで、森林は地上の植物と土壌生

物の組み合わせで機能しているともいえます。

二つ目は、自然界では処理できない人工物が

多いことです。電気製品や家具など見ればすぐ

わかるでしょうが、刺Rでも昔の天然素材とは

違った人工の素材が一般になっていますし、調

味料などにも化学製品が多くなっているように

思われます。こうした人工物は自然には処理で

きないため、再利用できなければどこかに捨て

るしかありません。

三つ目には、森の中では分解者はどこにでも



いるのに対して、人間社会では1か所に集めて

処理することが普通です。少ない量だと簡単に

処理できるものでも大量に集めればその処理は

大変になります。こうしたことから森にならっ

て生活形を少しでも望ましい方向へもっていく

には、消費者である家庭の役割が大切になりま

す。人工物はなるべく長く使い、その後もリサ

イクルするとか、家庭が少しでも分解者の役割

を果たせるようにするのが課題となってくるよ

うに思えます。例えば、自分の家で処理できな

いものは、できるだけ持ち込まないという姿勢

が大事のように思えます。こんなことを言えば、

それは不可能なことだし、誰でも必要以上に家

庭に持ち込んでいないと反発があるかもしれま

せん。しかし、本当にそうでしょうか。日々の

自分の行動を思い出してみてください。例えば、

物を買う際に過剰包装をしてもらっていません

か。すぐ使う物にわざわざしっかり包装しても

らう必要はありません。食材も多めに買って、

いつまでも冷蔵庫のお世話になって、結果的に

捨ててしまったということはありませんか。ま

た、作り過ぎて食べきれず捨ててしまったとい

うことはどうでしょう。必要な量だけ買い、必

要な量だけ作り、作った物は全部食べる、これ

が生ごみを減らすコツです。最近はエコクッキ

ングと言って、余り物をできるだけ出さない料

理法なども紹介されています。思い出せば誰で

も経験したことではないでしょうか。

工場の排水や排ガスが改善されてきた今、水

質汚染や大気汚染の最も大きい原因は家庭や車

に変わってきました。環境問題の解決には家庭

の果す役割が重要になっているのです。

みとして出さなければ、ごみの量は随分と減ら

すことができます。

生ごみも地面に埋めれば自然にかえすことが

できます。しかし、ただ地面に埋めればよいか

というと必ずしもそうではありません。その土

の性状などによって自然にかえる速さが異なり

ます。林の中では積もった落葉の層が、上から

下に向けて次第に細かくなっている様子は観察

会でも学べますが、それは長い年月をかけて落

葉を分解してくれる生物相ができあがっている

からです。

家の庭でも、生ごみを分解してくれるような

よい土壌では速い分解が期待できますが、そう

でなければ半年、1年経っても埋められた生ご

みはそのままということもありますし、腐って

嫌なにおいを放つこともあります。

へ

平成9年度可燃ごみ組成試験結果

（湿基準・重量比）

、
蕪
％

麺
木
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＊湿基準：ピット（焼却工場内のごみ貯溜所）

内のごみを十分かく拝し20麹を採取し、その

ままの状態の資料を分析調査したときの値。

名古屋市環境事業局の事業慨要より2『生ごみのリサイクル～生ごみを自然にか

えす～』

それでは家庭で少しでも生ごみを出さないた

めに、自然にならって家庭で分解する方法を考

えてみましょう。

家庭から出るごみの量の約3分の1は生ごみ

と言われています。もし、生ごみを家庭からご

3生ごみの分解をはやめるためには

生ごみをごみとして出さず、家庭で処理する

ためには生ごみの分解を速めてくれる微生物の

助けを借りることが必要となります。ポカシが

良い例でしょう。EMボカシは琉球大学の比嘉

－5－
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照夫教授が発見されたEM(有用な微生物群；

Effectivenicrmrganisumus)を米ぬかなどの

基材に植え付けたものですが、一般にボカシと

して売られています。このEMポカシは、自然

界に存在する光合成細菌、放線菌、酵母菌、乳

酸菌など80種以上を一緒にしてあるそうです為

私は、EMの中身を分析したことはありません

が使ったことはあり、その結果、次のことは確

かなことと思っています。

①生ごみをごみとして出さずにすむ

ポカシは、密閉容器の中に入れた生ごみに振

りかけて使います。生ごみ自体をポカシで堆肥

化するため、生ごみをごみとして出さずにすみ

ます。このことは、生ごみを台所から流すこと

もないため、川などを汚さずにすみますし、焼

却場で燃やされることもないので大気も汚さ談

埋立処分場の延命にもつながります。

②ポカシあえ（生ごみをボカシで発酵させたも

ので、これをポカシあえと呼ぶ）は、土壌改良

や良い肥料になる

生ごみをポカシであえたものをボカシあえと

言いますが、生ごみはボカシを入れると発酵し

土に埋めると早く分解し、その結果土が良くな

ります。また、そこに植物を植えると、他に肥

料を使わなくても植物は良く生育します。

このため、トータルに考えて、ポカシは環境

にやさしいものと言うことができると思います

ボカシを使う生ごみの処理は、EMポカシが

嫌気性の菌が主体のため、密閉式の容器を使う

ことが必要です。その他の生ごみ処理の方法と

しては、以前からあるコンポスターを使う方法

（好気性の菌が主体となります）や生ごみ処理

機を使う方法（好気性の菌を利用したり、温風

乾燥する方法）があります。生ごみ処理機を使

う方法は、器具の値段が高かったり、電気代も

必要なため、手軽にやるにはポカシがやりやす

いと思います。ただし、やりっぱなしはダメで

す。生ごみの発酵中に、特に夏場はよく発酵液

が出てきますのでこまめに抜いてやらなければ

なりません。これを怠ると、嫌なにおいが強く

なります。

時には、観察会の中で微生物による葉などの

分解の話のおりに、家庭から出る生ごみ処理の

方法をしてみてはいかがでしょうか。もっとも

そのためには、まずご自身でボカシによる生ご

み処理を試してみることが必要です。

会 員近況昏倒⑨

3月に会員の皆さんに葉書をお送りして、

会への意見や近況を書いてくださいとお願い

したときに寄せられた近況です。

なお、年一度葉書をお送りしているのは、

協議会と会員を結ぶものとして活用していた

だきたいとの願いですが､協議会の見直しの

時期でもあり、方法を検討したいと思います。

土土土土土

昨年度定年退職し、現在は豊明市の障害教

育等市史編さん等でお世話になっています。

－6－

仕事は市史の編さん、ヘイケボタルの繁殖、

ナガバノイシモチソウの保護などです。自然

保護活動では教職員の理科研修（自然）活動、

市内家庭教育活動の研修、小学生の自然観察

クラブの研修などの依頼を受けて出かけてい

ます。特に今年度は陸産貝類、水生昆虫、淡

水性魚類などの調査に取り組んでいます。な

お、できれば古い池のボーリングによる昆虫

等の調査が出来たらと考えています。

〔浅井常典〕



観察会と森づくりの実践とでがんばってい

ます。もうひとつ観察会を発足させようと準

備中です。〔近藤記巳子〕

ここ2年ほど「藤前干潟を守る会」でどっ

ぷり泥にはまつ之おり、陸上の観察会とはと

ことんごぶさたの今日この頃です。去年は、

NACS-J、WWF-J日本野鳥の会と共

同で広島五日市、東京湾葛西海浜公園、大阪

南港の人工干潟生物調査を行い、12月に最終

報告(＊）を出しました。この人工干潟の調査

報告書は、環境庁他名古屋市、愛知県等に提

出したのですが、人工干潟は藤前干潟の代償

になり得ないという当り前といえば当り前の

結論になりました．ちょうど同じ時期に環境

庁が人工干潟に否定的な見解を示し、それか

らですね、藤前埋立から保全へと急展開で流

れが変わったのは．諌早の閉め切りから2年、

人々の思い、時の流れが、藤前を守ったのだ

と思っています。先日、藤前の堤防に座って、

春の日差しを浴びながら、干潟でせっせと餌

をついばんでいる鳥達を眺めていたら、この

風景を来年も再来年もず－つと眺められるの

だなぁと、じわっとうれしさがこみ上げてき

ました。これまではゆとりのない日々だった

けれど、これからはじっくりと、そして楽し

く藤前の生き物たちと付き合っていきたいも

のです。

（＊この報告書を実費でお分けします。

2，m円72ページ手作）〔鈴木晃子〕

コウモリが飛び始め（3/17)、春を感じさ

せるこの頃です。協議会の事務局の仕事はと

ても大変なことと推察します。私などは、機

関誌を読むだけの会員で申し訳ないと思って

います。でも、そのニュースで読んだことを

周りの人に時々話をすることもありますので、

多少は自然のことを広げているのかな？と

も思っています。雑談の中で自然のことが話

－7－

題になるようなことも自然観察と同様に大切

な事と思います。〔藤原優年〕

健康づくり環境教育の願いを掲げ、自然観

察会を頑張っております。なかなか協議会の

日程に都合がつかず申し訳ありません。

〔松井賓一〕

3月28日は、協議会の総会の日ですが、ア

メリカのレキシントンで、日本で環境教育を

行っている者の一人としてスピーチすること

になっています。レキシントンでは、市長、

教育関係者、地元のテレビ局と新聞社が取材

にきます。その中で愛知県の自然環境指導員

連絡協議会も紹介しよう思っています。キー

ワードはNaturehikesを行っているhandson

interation(実際に体験する自然と人間の相

互のふれあい）をやっていることを伝えます。

〔山田博一〕

いつも協力できなくて、この葉書はゆうう

つです。山の会でも名前だけの会員（活動し

ない会員）は嫌われます。そろそろ退会した

ほうが良いのかとも考えています。〔？〕

相変わらず水辺を歩き、ヤナギを見ていま

す。エゾノキヌヤナギは、木曽三川のあちこ

ちに自生していることを知りました。栽培の

キヌヤナギと違って、太い幹と細い枝の区別

がはっきりしています。キヌヤナギはケだけ

ですが、エゾは伊早両方あります。オオタチ

ヤナギは、春の新芽が黄色で美しい品種が栽

培されていますが、オオタチの自生を捜して

います。それらしいものはあるのですが、ま

だ確認できません。〔佐藤徳次・顧問〕

へ

へ



へ

一

★愛知県環境部暉境管理課）発行資料

①「地域環境誌」

○4分冊、尾張西部・尾張東部。

西三河・東三河

○内容:地域環境の状況、環境保全の取組

○A4版10ページ発行11年3月

②「ピオトープづくりのABC」

○内容：ピオトープとは、基本的配慮事項、

事例

○A4版46ページ発行11年3月

※事務局へ間合せていただいても結構です。

★環境問題映画会

○期日：7月31日（土）、8月1日（日）

○場所：名古屋市科学館

○内容息第7回地球環境映像祭入賞作品

（ブナと修羅、海、巨樹、環境ホル

モン、ガラパゴス鞘

＊7／31と8／1にそれぞれ別の作

品5本ずつ

○申込：7／23までに、名古屋市科挙館「生

きている地球の記録」係まで往復葉

書で申し込む。

○主催：東海財団・名古屋市科学館・中日新

聞社等

－8－

★自然と触れ合うネーチャーゲーム

○7/17(D18:00～平和公園

○10／24(日)10:00～森林公園（全国一斉）

○1/30(日)10:00～牧野ヶ池

○主催：などやネーチャーゲームの会

睦田皿0561-84-9352）

★屋久島環境文化センター主催

「自然体験セミナー」

7／16～18スノーケリング、磯の綾際

8／5～8ウミガメ観察、屋久杉の森探険

9／16～19岳参り体驍古老と語る

10／22～24屋久杉と里の古樹、照葉の森観察

11／12～14森棒跳道散策、ヤクスギランド観

察

12／2～5ネーチャーフォト、スターウオッ

チング

（1月から3月も計画あり）

＊定員各20名（先着儲り

費用15,000円程度（宿泊費）

同センターⅢ09974-6-2900

I気このコーナーは会員の皆さんと情報交’

1換の場所です。会員に呼びかけたいこと、1

1催し物紹介等何にでもお使いください。自I

l然関係意外でも結構です。
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［行事結果］

★通常総会

〔期日〕平成ll年3月28LI(I1)13:30~

〔場所〕産業貿易館（出席ll名）

〔議案〕

①前年度事業報告②前年度決算

③本年度事業計画④本年度予算

⑤役員の任期の延期

〔講演〕「アマゾンの自然」大竹会長

〔結果〕

総会は、各議案とも原案通り可決されまし

た。（決算の数値が一部違っているという、

事務局の不手際などもありましたが。）第5

号議案は、会長などの役員の任期が前年度末

で切れますが、協議会の組織等の見直しに伴

って役員榊成が変わる可能性があるため。1

年任期を延長したものです。

総会終了後は、アマゾンへ3カ月ほど出か

けられた大竹会長の話しをスライドを交えて

お聞きしました。その後は、例によって希望

者で懇親会場へ移動しました。

識題は、今年度の今後の事業の内容と来年

の20周年記念事業の進め方の2点について検

討しました。

今年度の研修会は、フォローアップ研修会

を中心に進め、他の支部の会員との交流の場

としての意味を持たせて行い、基礎研修会で

は、「子ども対象の指導方法」をテーマに12

月23日に行うこととしました。その他、カエ

ルの観察、観察グッズ、昆虫などの研修の希

望がIHました。

20周年記念事業は、来年の秋に実施するこ

ととし、内容は平成2年に行った10周年事業

に習って、基調講演と意見交換会などとし、

150人程度の会員を集めたいものとしました。

また、その前の観察会を20年記念観察会とし

てスタンプラリーなどを取り入れて、盛り上

げたいとの方向も出されました。今後の実施

体制については、記念行事実行委員会を設置

して行うこととし、委員長に大谷敏和さん、

副委員長に井城雅夫さんを決めました。

へ

★研究会「自然観察会の記録」

〔期日〕平成ll年4月29日（日）

〔場所〕中小企業センター（参加5名）

せっかく定例観察会として、特定の場所で

観察を行うならば、その記録を工夫して後日

役立つものにできないものか、研究会を行い

ました。野鳥の会などは、探鳥会終了後、鳥

合わせをして、観察した種名を確認しますが、

自然観察会は分野も広く、内容も指導員の個

性でまちまちであり、結果のまとめ方も難し

いものがあります。協議会としてもマニュア

★組繕検討委員会

⑤〔期日〕平成11年5月1日（日）

〔場所〕！''小企業センター

⑥〔期日〕平成11年6月6日（日）

〔場所〕名古屋市公会堂

来年が会の発足20周年のため、新しい協議

会に生まれ変わるべく、委員会を設けて検討

しています。委員会も会を重ね、新しい組織

の概要が見えてきたようです。今までの結果

をまとめて、次回の概関誌で紹介し、皆様の

ご意見をいただきたいと思っています。

へ

ルとまではいかなくても

何かまとめてみたいと思

ったのですが、多様なも

のを整理するのは、難し

いようです。当日の意見

★普及部会

〔期H]平成ll年6月19H(土）

〔場所〕名古屋ili公会還(lll席8名）

－9－



へ

へ

などを蹄まえて、次の機関誌で、現時点の考

えを躯理してみる予定です。

★視察研修会

〔期日〕平成11年5月8～9n(日）

〔場所〕桶ケ谷沼・蕎麦粒III(参加7名）

無人の山小屋に油るという、今までの視察

研修とは異なったものを計岡してみました。

初めに、静岡県の桶ケ谷澗に寄り、地元の今

村さんに案内してもらいました。桶ケ谷沼自

体はかなり大きな池で、その周朋を歩くのに

相当の時間がかかります。アシなどの生えた

池の周開は、コナラ・アカマツの二次林やシ

イ林があり、なかなかいい環境でした。皆さ

んおR当てのベッコウI､ンポもじっくり観察

できました。

その日は、南アルプス深南部にあるlll犬ノ

段の小屋まで長い長い林道を車で護って泊ま

り、翌日は蒲麦粒山を一回りしました。事務

局の不手際でシロヤシオの花の時期を間違え

ていたため、たくさんあったシロヤシオもそ

の藷はまだ固かったのですが、、新緑のみず

みずしい景色を十分堪能でき、アカヤシオの

花もわずかに見ることもできました。昨年の

台風の影響は大きく、太いウラジロモミやブ

ナが相当倒れていました。こうした影稗で、

後継者の育っていないブナ林がますます寂し

くなるようで気になりました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

［会員の意見から］

3月に葉書をお送りしたときに寄せられた

会に対するご意見等と事務局の考えを次にま

とめます。

③②②②

o会の運営について、いつどのように行わ

れているのか会員でありながら知りません。

機関誌にも載っていないようですが。

（現在の会の運営は、基本的には理事会と各

部会で検討して決められています。その状

況は、機関誌でお知らせしている積りです

が、まだ不十分なのかもしれません。また、

会の行事などの決定が事実上事務局中心と

なっている傾向もあるようです。現在進め

ている会の組織の見直しにおいて、会の意

思決定のあり方とその会員への連絡の(t方

についても検討していきます。）

oll年度事業は例年より少ないように思い

ます。支部主催行事への振替で力パーして

いるのでしょうか。

（現在、会の組織を検討している時期であり、

ll年度は新しい事業は見合わせたこと、調

査結果や年報の作成など積み残しているこ

とを済ませるのを優先したことなどにより

－10－

本年度は事業を少なめにしています。ご了

解ください。）

o各支部との交流を具体的に進めて欲しい。

支部の例会等に他の支部の方も出席して、

結果を支部に戻って伝えたり、交流の結果

をうまく情報として流すなど。

（支部間の交流を進めるために、研修会を支

部主催にしたりしていますが、支部の体制

の問題もあるかと思われます。大切なこと

ですので今後も考えていきます。）

○新しく加入した人に多くの観察会に出て

もらったり、従来の新人研修を年間を瓶じ

て行ったりしてはどうか。

（活動できる指導員を燗やすこと、レベルの

Ihl上は大切と思い、ある秘度は実施してき

たつもりですが、今後は新しい体制の中で

方向を見出していきたいと思います。）

○情報は耐用されることが大切であり、会

の情報も必要な人に速やかに流すことが、

会の活性化につながると思う。

（現在は、会の情報は同じように各会員に流

すことを考えています。情報提供のあり方

も今後の重要な問題だと思いますが、当面

は情報を如何にうまく集めるかから姉める

必要があるようです。）



加者が余りにも植物名にこだわり、自然の

仕組みに無関心なことです。これらは、生

活環境が整い濁ぎているからでしょうか。

自然界に生きる輩として、先ず自分を護る

ことから考え、知恵を働かさねばならない

のですが。

(自然観察会活動としては、自然に親しみ関

心を持つ人を増やすとともに、自然の仕組

みや同然環境と人との関わりについての正

確な知識や思考を持ってもらうことも必要

と思われます。従って、自然の好きな仲間

づくりとともに、社会教育としての面も欠

かせないはずです。しかし、複雑な自然現

象と多様な価値観の中でそれを進めるため

には、指導者としての我々がいろいろなこ

とを学び、考え、それを分かり易く楽しく

伝える技術を身につける必要があります。

協議会の役割には、そのための意見交換や

研修の場、情報の提供があると思いますが、

20年の会の歴史の中で事務局員などが古く

なりマンネリ傾向が出ているようです。新

しい人の参画を得て活性化する中で、初心

に返って考えていきたいと思います。）

o会員の活動はほとんど支部で行っている

ので、組織活動は支部中心とし、協議会は

連絡などを主とし、事務局は会長宅に置く

のはどうか、また、年1回、会員大会を開

催してはどうか。

（協議会の性格をどのようにするかは多くの

意見があると思います。全国的な傾向とし

ては、観察会などの活動は指導員が自主的

に進め、連絡会はその連絡調轆機能を持て

ばよいとの意見が多いようです。しかし、

自然の大切さを多くの人に正確に伝えるた

めには、棡々の活動だけでなく組織として

行う部分も必要とも考えられます。会の性

格は、会員の総意で決めることですが、今

の協議会には会の方針等を会員に伝えたり、

会員の意見を運営に生かす機能が弱いよう

です。そうした点も含めて組織の見直しを

図っていきたいと思います。会員大会は、

総会がその役割を果たせばよいのでしょう

が、総会にそうした魅力を持たせられない

のは、事務局の弱さと怠慢と思います。併

せて検討していきたいと思います。）

○自然観察会に参加して感じることは、参

へ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

［ベイトトラッ調査］

前にもお知らせしましたが、昨年度に続い

て本年もベイトトラップ落下昆虫の調査を行

っています。今年の前半は事務局の怠慢もあ

り、十分なPRもできませんでしたが、9～

10月の秋の調査には、どんな形でも結構です

から、身近な場所で調査されて。結果をお知

らせくださるようお願いします。

前年度の調査は数が少なく、結果も十分ま

とめていませんが、お送りいただいたものの

一部を紹介します。

へ

＊調杳は、各地とも数回

1－－1

市町

豊橋

″
″
″
″
″
″
〃
″
″
″

環境

人工林
〃

雑木林

人工林

人工林

雑木林

人工林
〃

雑木林

人工林
〃

種名

クロシデムシ

コクロシデムシ

ヨッポシモンシデムシ
〃

センチコガネ

マルガタヒラタゴミムシ
〃

オオヒラタゴミムシ

エンマムシ

〃

アカバハネカクシ

数

７
６
１
２
２
１
０
６
４
０
３

１

１
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１
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〃
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雑
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ツヤエンマコガネ

ヒメタイコウチ

センチコガネ
〃

２
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１
３
１
３
１
４
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相生山緑地5/23

林縁を歩きながら、つる植物をさがしても

らう。「右巻き？左巻き？」をテーマとし

たのは、どのようにつるが巻き付いているか

観察してもらうため。茎で巻き付くもの（ヘ

クソカズラ・ヤマノイモ・クズ・フジ・カナ

ムグラ・アケビ・ヤブマメ・ツルウメモドキ

・アオツヅラフジ）、葉で巻き付く（カニク

サ・ヒヨドリジョウゴ）、刺をつかう（イシ

ミカワ）、巻きひげ（カラスノエンドウ・ヤ

ブガラシ・サルトリイパラ・ノブドウ・キレ

ハノブドウ・エビヅル・スズメウリ・カラス

ウリ）、付着根（ツタ・キズタ）などが観察

できました。

マのメスが池の縁の上手で産卵していました。

林縁の水たまりでは、イトトンボやオオシオ

カラトンボのヤゴ・ヒメタイコウチなどが見

られました。また、池ではヒメコウホネが黄

色の花を咲かせていました。いつも水の中に

に潜って目立たないこの水草の花で、この時

期だけこの色気のない池が華やぎます。しか

し、雨による増水で一部の花は水の中に咲い

ていました。水の中では虫媒による受粉が期

待できずに困っていることでしょう。

へ

例会「トウキヨウサンショウウオ」5/16

トウキョウサンショウウオは、愛知県では

渥美半島と豊田市・刈谷市・豊明市・瀬戸市

・名古屋市・知多半島などの丘陵地に生息し

ている。止水性のサンショウウオで、産卵は

湧き水の流入するような湿地･-水たまり・水

田などで行う。繁殖期以外は陸上で生活し、

湿気のある雑木林、竹薮、草叢などの蕗ち葉

の下や地下につくる小動物のトンネルなどを

利用して生活している。昆虫やその幼虫、ミ

ミズ類などを食べ、夜行性（雨天ならば昼間

も活動）なので、成体の発見は繁殖期以外は

困難である。産卵は南部で2月下旬から3月

上旬、名古屋などでは3月中旬以降となり、

バナナ状の卵のう1対を水たまりの草や枯れ

木に付着させる。生息状況の確認はこの時期

にしかできない。

トウキョウサンショウウオの生息地はこの

ように人の生活場所と近いため、近年の宅地

開発などにより、生息地が急激に減少したり、

悪化したりしている。名古屋市内では、八噸

・大森・吉根・平和公園・猪高緑地・明徳公

園などで生息が確認されているが、生息地と

しての環境はいずれも良好とは言い難く、最

も絶滅の危険の高い動物の一つといえよう。

しっかりした保護対策が急がれる生物である。

大森湿地6／6

「川の中の生き物」をテーマに、川に入っ

て観察する。カワニナ．ゲンゴロウ．ヒメタ

イコウチ・オニヤンマのヤゴ、もういなくな

ったと思っていたホトケドジョウ、たくさん

のアメリカザリガニなどを見つける。また、

朝食用？のカエルを捕まえていたヤマカガシ

にも出会う。

今、大森湿地で頭を痛めているのは、昨年

冬に泥だらけになって除去した新池のスイレ

ンが、今年も芽を出してきたことです。一部

はさらに除去しましたが、深い所は抜き取る

ことができず、このまま放置すればどんどん

株が増えていくばかりです。また。北米産の

モウセンゴケも同様で、94年以来毎年毎年目

をⅢのようにして、見つけ次第抜き取りまし

たが、それでも今年はまた数十株抜き取るあ

りさまです。何かよい対策は無いものでしょ

うか。

へ

東山公園6/20

「水辺の生き物の観察」をテーマに、湿地

や沢止め池で観察しました。池ではヤブヤン

ー12－
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森林公園6／6

虫こぶや葉の食い跡を探しながら歩いてい

たら、木の陰に思わぬ狸の糞が観察できた。

直径5()cmほどに砂が広がっている。砂をかけ

る習性はイヌ科だからかな？糞を転がして

みたらベッコウヒラタシデムシと幼虫が這い

出してきて、運（糞）良く見られた成虫に目

がいく。（昨年落ち葉の下で幼虫は見つけて

いた）頭部がオレンジ色のシデムシで糞や生

ゴミにも来る仲間らしい。

善師野4/24

前lulに続き雨の観察会となりました。アマ

ツバメの群が雨のII'を次々と南西へ渡って行

きました。私たちも雨の中で、エンドウ三兄

弟の見分け方に真剣でした。花や実の違いだ

けでなく、葉や巻きひげでも見分けられます。

そして、雨のII!でも花のシーズン真っ盛りな

のに気が付きます。大洞池を過ぎた頃から雨

が上がり、待ちわびた青空が広がりました。

すると、待ちわびていたのは、私たちばかり

ではありません。オオタカやサシバが食料を

求めて飛びIfiしました。そして、急に周りが

新鮮に脚きだしました。

へ

明徳公園6／9

4月にナフシムシの赤ちゃんがアカメガシ

ワの木にいたのを観察していたので、今日は

ナナフシ探しをしてみました。アカメガシワ

をじっくりと見回しながら探すこと約1時間。

参加者もだんだん眼がなれてきて2匹、3匹

と探すことができるようになり、全部で15匹

も見つけることがてきました。森の忍者もた

くさんの眼にはかなわないのだと思いました。

アカメガシワの葉の上には、かわいいマダラ

アシナガヤセバエもいて、きらきらと光って

いました。

本宮山（犬山市委託）5/16

5班に分かれて出発し、シュレーゲルアオ

ガエルやアマガエルの声に出迎えられて、ヒ

トツパタゴの自生地を目指す。満開のヒトツ

パタゴを一目見たいという人と車の波が引き

も切らず混雑していた。上I､ツパタコか畑に

植えられ、近くでは軽トラックにヒトツパタ

ゴを満載して販売している。自生地のヒトツ

バタゴが枯れても苗があちこちに広がるのを

良しとするのか？いやはや……である。ヒ

トツパタコは、昨夜来の雨で散り始めていた

が、純白の綿帽子とその桶を飾る満開のカザ

グルマが印象的でした。しかし、柵の周囲は

人の足で踏み固められて乾燥し、また体調を

崩す木が出てくるのではないかと危倶される。

へ

定光寺6/12

子どもは、虫を追いかけたり、探したり、

触ったり、あるいは実を食べたりすることが

大好きである。観る訓練をしなければ、観え

るものはとても少ない。何となく歩いていて

目にとびこんでくるものは、花や葉の色だけ

である。それに終ることなく、生き物と生き

物のつながり、生き物の生活の知恵などが読

み取れる観察会を目指したいと思う。観察し

たものは、ゴミグモの忍者、ゾウムシの死ん

だふり、エゴノキのオトシブミ、葉の裏のホ

タル、産卵中のシオカラトンボのメスにオス

が寄り添うことなど。イチゴの実もいくつか

食べれた。

築水池周辺5/23

チップが敷かれた階段途中の斜面に、オオ

バウマノスズクサが一面に奇妙な花をぶら下

げたつるをはびこらせ、ギンメッキゴミグモ

が彫金のように巣を守っていました。C湿地

入口の遊歩道は、湧水で湿地と化し、ヒメタ

イコウチが蹄まれてしまうのではと気掛かり

です。この湿地も今後が気になる場所です。

－13－
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期日1999.4.29

場所蒲郡市竹島

参加者37名指導員18名

今回の観察会は当初雨の予想でしたが、五

月晴れとなり、空気は澄んで、風は気持ち良

く、爽快な日となりました。ただ、あまりに

天気が良くて行楽日和のため、参加者か予想

よりやや下回ってしまいました。

木は素晴らしい。根元は親指ほどのイボイ

ボがあり、20m上空の枝にはサンショウ特

有のトゲトゲがある。その時ヒイラギの古

木を思い出しました。

。本年度第一回目の観察会。内容的にあま

り欲張らずにやったのが大変良かった。子

どもの参加者を増やすよう努力したい。

〔参加者のアンケートから〕

●観察会の経験は？

初めて15名2回目5

3回目44回以上3

●特に印象に残ったもの

磯の生き物26岩の色の違い4

竹島の森林4他3

●参加者の声

・説明を受けてもすぐ忘れてしまいます。

これからも参加して、東三河の自然を楽し

みたい。

。当日までの準備が大変だったでしょう。

植物・島などの情報を得たりして楽しかっ

たです。

。会の皆様の努力に感心させられました。

これからも永く続けられることを願ってい

ます。

。竹島の樹木については何回か観察してい

ましたが、今日は、生態についてや今まで

見なかった季節の姿について観察でき、収

穫でした。

。わから易い説明でよかった。

。竹島の観察会に前から参加したいと思っ

ていま･したので。今Hは楽しみにしていま

した。いろいろ教えていただいてもすぐ忘

れてしまうのが残念です。何度も参加した

いと思っていますので、よろしくお願いし

ます。

へ

〔観察ポイント〕

①竹島はみんな森

③潮風に強い植物

⑤島で見られる鳥

②照葉樹林

④磯の生き物

⑥島をつくる岩石

〔参加した指導員の感想〕

・たけのこ梅雨の晴れ間。メンバーに恵ま

れた最高の条件の観察会であった。それに

しても潮干狩りの人々の多さには圧倒され

ます。

。竹島の観察会は、支部結成第一回の観察

会として1983年に行って以来、何回目だろ

うか。今回も天候に恵まれ無事終了したが

未だに初見の生物とのI{l会いに楽しみは付

きませんでした。

。これだけ透明な空気と水を見るのは久し

ぶり。緑の変化も最高。若い人達の参加が

多かったのは心強かった。宣伝活動の効果

が認められたかな？磯は楽しい。

。森と海の両方を同時に観察でき、特に森

は天然記念物として、木の遷移を観察する

のに良く、磯は多くの生物が見られたが、

名前を覚えるのに大変｡

。林や潮だまりなど変化があって興味深か

った。希望を言えば、ムラサキイガイの出

現、海の生物の変化と人との係わりについ

て触れれることも自然を知る上で必要と思

います。

。抱き抱えるほどのカラスザンショウの大

へ

－14－
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i☆フォローアップ研修会「植生調査」－尾張支部担当一

：期日:平成11年6月27日（日）9：30～14：30
9場所：築水池周辺（春日井市）

（集合場所は、少年自然の家人口より北の三角駐車場）

:☆フォローアップ研修会｢海の生物」－知多支部担当一

：期日：平成11年8月8日仕H)1():00~

：場所：南知多町大井漁港駐車場に集合

；服装等：半ズボン、運動靴、長靴（×サンダル）、昼食

iその他：知多半島自動車道は渋滞伴田街道が適）
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★問合せ先：佐藤 (aO5617-3-5674)まで
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閉 編集後記詔

愛知万博の会場予定

地『海上の森』でオオ

タカの営巣が確認され、

たったひとつの巣が、

愛知県を始め、関係者

を右往左往させていま

====二二二目柔＝=二二二二＝

哺乳類の話②……………･……･…………･……･……1

トウキョウサンショウウオを守るために

ATSネットワークに参加して下さい-3

生ごみのリサイクル・…･………………．．………4

会員の近況…･-………………･…･･･…･…･………．．…6

山びこ広場・…･……･…･･……･…………･…………・8

事務局から……･………………………･･･……･……・9

支部だより

名古屋支部……．．…･…………………．．………－12

尾張支部……………．．……･･……．．…………･･･13

東三河支部………．．…･…………-･………．．……14

す｡当初の調査で見つからなかったことにつ

いて調査の不備等の指摘もされていますが、

調査のむずかしさも浮き彫りにした感じです。

自然との共生をテーマにした万博ですが、

自然と共生するとはどういうことか、改めて

考え直すことが求められています。

体の変調を来す時期です。お体に気をつけ

てご活躍ください。また、皆様の原稿お待ち

しています｡(近藤）

へ

目議会穣関冒

計〒456-0［


